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ひと言 私とビキニデー
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土浦平和の会
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　まぐろ漁船第５福竜丸　無線長の久保山愛吉さんが、東京国立病院に入院したとき、私も向かい側

の病棟に入院していた。窓側の私のベッドからいつも煌々と異常に明るい部屋があったが、間もなく

真っ暗になった。看護婦に聞いて久保山さんの死を知った。あれから四十二年。久保山さんとの出会

いはただそれだけなのに、私はなぜかこの数年、年を追うごとに、当時の記憶が鮮烈になってゆく。

　厂原水爆の犠牲者は私を最後にしてほしい」という久保山さんの遺言を嘲笑うかのように、その後、

ロシア、中国、フランスは核実験を強行し、多くの被爆者を出している。沖縄少女暴行事件をきっか

けに、重なる横暴に対して、日本の国民の怒りは頂点に達したといっても過言ではない。このような

時だからこそ、原水爆禁止運動をはじめ、平和運動の原点となった３・１ビキニデーの意味は大きい。

　いまだにビキニは？と聞くど水着”と答える人が多い。私たちの平和を願う気持ちは一層深まる

ばかりである。ビキニは水着ではなく、水爆実験と答える人が増えた時、確実に平和運動とつながっ

てゆくのではないかと思う。私には厂ビキニと久保山さん、そして病院の灯」永遠に消えることなく

運動の道標として光り続けることだろう。今年も墓前に誓ったのである。　　　　　　おわり

沖縄の心

　と連帯する集い
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　水戸市民会館
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土浦平和Ｑ会

　　　総会の廁知らせ

と　き　圓月二十一日(日)

　　　　　午後一時三十分から

ところ　一中地区公民館

　　　土浦小裏・文京歩道橋から入る

　　　２７号で亀城プラザ予定とお知

　　　らせしましたが変更します。

土浦平和の会理事会（一中地区公民館）

沖縄の心と連帯する集い（水戸市民会館）

沖縄県民の要求実現・基地撤去中央大集会

　　　　　　　　　　　　（亀戸中央公園）

土浦平和の会理事会（１中地区公民館予定）

県平和委員会理事会（水戸）

土浦平和の会総会（一中地区公民館）

県平和委員会大会

日本平和委員会大会（奈良）
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